
新潟工科専門学校　シラバス（授業計画書）

実務授業の有無

% % % %

担当教員 仁多見　透 有

対象学科 建築士専攻科 対象学年 1 開講時期 後期

演習

授業概要、目的、

授業の進め方

「まちづくりファシリテーター」養成講座。現在の日本の街が抱える複合的な問題を、建築の専門性をベー

スにした上でまちづくりファシリテーターとして広がりのある知識を得ることにより、他の専門家と協働し

対応できる人材育成が目的である。テキスト・動画教材、演習を通して、まちづくりファシリテーターとし

ての知識や手法を学ぶ。

学習目標

（到達目標）
まちづくりファシリテーター養成講座、規定の科目を修了し、認定を目指す。

時間数 54必修・選択 必修 授業形式

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
「建築系のためのまちづくり入門」／学芸出版社、動画教材

動画講義及び演習を行う。

・地域特性を活かすルール、規制や法律、まちづくり条例

・建築・まちづくり実践と建築士の役割　　　　　　　　　・

自然災害にそなえる事前復興まちづくりの方法、実習

動画講義及び演習を行う。6
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・人口減少社会における空き屋・空き地という課題及び活用事

例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地

域と不動産、ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄをつなぐ基礎知及び演習

2

3

4

5

学習方法・準備学習・備考

1

課題

8

10

評価方法・成績評価基準

・宅建士に学ぶストックさせないマッチング術　　　・

まちづくりﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習

科目名 建築実務講座（まちづくり演習）

作成日： 令和3年9月28日

・保存修復とまちづくり及び事例見学会

・まちづくりﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習
動画講義及び演習を行う。

・リノベーションまちづくりの動きと実践

・リノベーション技術・実習　　　　　　　　　　　・

耐震化、不燃化、インスペクションの実際・演習

動画講義及び演習を行う。

・自然環境・エネルギーを取り巻く状況とまちづくりと

の関係　・エネルギーとまちづくりの実践

・建築設計における参加型デザインと実例見学

動画講義及び演習を行う。

・目標イメージ共有のためのワークショップ

・目的に応じた合意形成の手法・プロセス
動画講義及び演習を行う。

・まちづくりファシリテーターとは何か。　　　　　・

都市計画の変遷と住民参加の重要性　　　　　　　・コ

ミュニケーション力と実践及び技術演習

動画講義及び演習を行う。

NO. 授業項目、内容

動画講義及び演習を行う。

・まちづくりﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ実習発表会 動画講義及び演習を行う。

実務経験教員の経歴 一級建築士及び、JCAABE 認定まちづくり適性建築士
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40 60

履修上の注意

建築の立場から、これからの「まちづくり」に関わるために必要な視点

や知識、手法を実践的な学び、発表まで積極的に関わり、まちづくり

ファシリテーターの認定を目指しましょう。成績評価基準は

A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。

平常点


